
 

  

～想像する楽しみな遊びの世界～ 

 朝、夕の寒暖差に冬を感じる季節になりましたが、園庭へ行ってみると裸足で遊ぶ子どもたちが少なくないこ

とに驚きます。思わず「寒いでしょう」と声をかけますが「ぜ～んぜん」と元気な答えが次々と返ってくるので

「そうなのかしら」と同じように靴を脱いでみると、確かに思っていた以上に土や砂の温かさを感じることがで

きました。「子どもと同じことをしてみないと分からないこともあるものだな…」と考えながら歩いていると、一

人の 1歳児がじっと上を見上げていました。その視線の先を追ってみたのですが只々、雲一つない青空が一面に

広がるだけです。「何をみているの」と声をかけると、こちらに何かを伝えたそうに目線を合わせた後で人差し指

を空に向けました。「ん？」ともう一度自分の意識を空に集中させると、微かにヘリコプターのエンジン音が聞こ

えてきました。「○○君は、飛行機が大好きなんだよね」と近くにいた保育士がさり気なくアシストしてくれたの

で「本当だ聞こえるね“ぶ～ん”って飛行機が飛んでるね」と伝えました。『分かった？そうでしょう』と満足そ

うに笑い返すと、また違う遊びに向かっていきました。その子はまるで飛行機が飛ぶ様子を想像して楽しんでい

るようでした。子どもたちは毎日の経験からそれを再現した遊びを繰り返し楽しみます。そこから、想像を働か

せ目に見えない世界でも心を動かし遊びに繋げることができるのです。今月は『わくわく発表会』を開催します。

子どもたちの楽しく、想像力豊かな時間を同じ視線で感じていただきたいと思います。 

今年も残り１ヵ月となりますが日頃の園運営にご理解とご協力をありがとうございます。ご家族でゆっくり新

しい年を迎える準備をして、健康にお過ごしください。 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

１２月の園だより 

 

令和６年１２月２日 

目黒区立八雲保育園 園長 

１２月の行事予定  

 わくわく発表会 

  身体計測 避難訓練 

１月の行事予定 

 新年おめでとう会 

 乳児お楽しみ会 

 節分 

   身体計測 避難訓練 

 

クラス懇談会のお知らせ 

  ５歳児クラス 

 ０歳児クラス 

  １歳児クラス 

 ２歳児クラス 

              ４歳児クラス 

             ３歳児クラス 

０歳児クラスのみ１６：３０～１７：３０ 

他クラス１６：３０～１８：００ 

（年間予定表とは時間が異なります）

しろくま組の当番活動には 3 階ホールに幼児クラスのコット８３人分を

敷く仕事があります。並び順が書いてある配置図、通称“地図”を見て場所

を確認しながら一緒に敷いています。まだ慣れない春の頃は給食前の時間

ということもあり「もう疲れちゃったー」「おなかすいたー」という声に「も

う少しだよ」と励ましながら最後まで一緒に並べていきました。最近ではす

っかり慣れ“地図”を見なくても並べる順を覚えていて「これこっちだよ」

「次そっちにお願い」と自分たちで気付いて声を掛け合ったり、お昼寝後も

「こっち手伝うよー」とコットを一緒に運んでくれる子どもたちです。就学

まであと 4 ヶ月、頼もしい姿にパワーをもらいながら当番活動を一緒にや

っていきたいと思います。             ～用務の窓から～ 

                                  



絵本や紙芝居で親しんできた「さるかにがっせん」のお話で劇ごっこを始めると一人ひとりが役のイメー

ジを持ち、役の動きを考えながら表現を楽しんでいます。「おさるさんってこうやって歩くよね」と少し背中

を曲げて歩き、臼はドシーン、ドシーン と力強そうな動きで顔まで力強く登場します。はちはチクッと刺す

針のポーズと羽の動きをつけながら勢いよく飛び出します。１列になり飛び回る様子は思わず逃げ出したく

なる迫力です。取り組みの中で「柿の種に水やりするものがあるといいね」「栗が隠れる焚火もある」と話の

中に出てくる道具を思い出し、もう一度絵本を見ながら「こんなのどう？」と得意の工作で小道具を作りま

した。猿をこらしめて滑らせる場面では、いるか組オリジナルの役も登場しますのでお楽しみに。また、日

ごろから色々なリズムや体を使って拍子を取ることを楽しんできました。うた「冬じたく」では友達と一緒

にリズム打ちをしながら楽しく歌います。 

わんぱくだんになったらどんなことがしたい？」とみんなで考えてみると「虹の橋が渡りたいな」「忍者に

会いたい」「恐竜の世界に行ってみたい」「人魚になりたいな」など想像は膨らんでいくばかり。子どもたち

の思いをたくさん詰め込んだしろくま組オリジナルの物語が出来上がりました。声を掛け合っては集まり「こ

ういうのどう？」「それいいね、面白い。やってみよう」と新たな台詞や動きを考えては取り入れ、真剣に台

詞を読み合わせたり思わず笑いが起きたりと、友達と一緒に考え合う楽しさを存分に感じていることが伝わ

ってきます。今年は演じるだけでなく、大道具を動かしたり効果音を入れることも子どもたちが行い、劇を

作り上げます。友達と視線や呼吸を合わせながら展開していく個性溢れる世界をお楽しみください。また、

当日は素敵な音色と歌声もお届けします。 

「早く発表会やりたいな」と期待いっぱいの子どもたち。みんなで協力して一つのものを作り上げる大変

さを感じながらも、一人ひとりが「頑張った！楽しかった！」と達成感を味わえるよう保育園最後の発表会

に向け取り組みを重ねていきます。 

 

子どもたちの大好きな「おおきなかぶ」のお話ごっこをして「うんとこしょ、どっこいしょ」と“引っ張

る”ことをたくさん楽しみました。大きなタイヤや里芋堀りなど一人じゃなかなか動かせないものを「手伝

って～」とみんなで協力して引っ張り「できた」と嬉しさを感じてきました。そんな子どもたちと劇遊びを

していて役を決めて登場していくときに「どんな風に出ていこうか」「かわいい声かな」「こんなことするか

な」と子どもたちと一緒に話しながら考え、劇遊びが盛り上がっています。また、手作りした楽器“ペット

ボトルマラカス”を使って友達と一緒に歌に合わせて動かし楽しみながら表現します。マラカスの中身はハ

サミで切ったストローや、選んだビーズなどを入れて外側をペンで色々な色で塗って作りました。どんな素

敵な音色を奏でるでしょうか。さあ♪さんぽに出かけましょう！ 
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いるか組（４歳児クラス） 「さるかにがっせん」 

ぺんぎん組（３歳児クラス） 「おおきなかぶ」 

 
 

～幼児クラス～ 

しろくま組（５歳児クラス） 「しろくまわんぱくだんの大冒険」 


